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T 9233：2025  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，排泄関連機器

標準化協議会及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正す

べきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS T 9233:1997 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 T 9233：2025 
 

ストーマ用品の試験方法 

Testing methods for ostomy aids 

 

1 適用範囲 

この規格は，ストーマ用品のうち，ストーマ装具，板状皮膚保護剤（以下，皮膚保護剤という。）及びス

トーマ用洗腸具の試験方法について規定する。 

注記 この規格の中で波括弧“｛ ｝”を付けて示してある単位及び数値は，従来単位によるものであっ

て，参考として併記している。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7507 製品の幾何特性仕様（GPS）－寸法測定機－ノギス 

JIS B 7516 金属製直尺 

JIS K 6253-3 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第 3 部：デュロメータ硬さ 

JIS K 6718-1 プラスチック－メタクリル樹脂板－タイプ，寸法及び特性－第 1 部：キャスト板 

JIS K 6735 ポリカーボネート板及び波板 

JIS K 7100 プラスチック－状態調節及び試験のための標準雰囲気 

JIS K 7126-1 プラスチック－フィルム及びシート－ガス透過度試験方法－第 1 部：差圧法 

JIS T 3212-4 滅菌済み輸血セット－第 4 部：自然落下式単回使用滅菌済み輸血セット 

JIS T 9232 ストーマ用品に関する用語 

JIS Z 0237 粘着テープ・粘着シート試験方法 

JIS Z 8102 物体色の色名 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8802 pH 測定方法 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS T 9232 による。 

3.1 

試験容量 


